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問　

東
日
本
大
震
災
直
後
、
電

話
が
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
、
大

勢
の
方
が
不
安
を
感
じ
た
。
こ
の

よ
う
な
事
態
に
備
え
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
利
用
を
経
験
し
て
お
く
こ
と

は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス

を
毎
月
１
日
と
15
日
に
体
験
で
き

る
た
め
、
防
災
行
政
用
無
線
や
あ

や
せ
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
で
市
民

に
周
知
し
て
は
ど
う
か
。さ
ら
に
、 

防
災
訓
練
時
に
市
民
が
体
験
利
用

　

公
明
党　
　
　

内
山　

恵
子　

す
る
機
会
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
安
否
情
報
の
登
録
と
確
認

方
法
な
ど
を
記
載
し
た
携
帯
用
の

説
明
文
を
配
布
し
て
い
る
が
、
文

字
が
小
さ
い
の
で
、
高
齢
者
向
け

に
、
分
か
り
や
す
い
案
内
チ
ラ
シ

を
新
た
に
作
成
し
な
い
か
。

　

答　

災
害
時
に
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
や
携
帯
電
話
各
社
の
災
害
用

伝
言
板
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
通
信
手

段
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
防
災
行
政
用
無
線
や
あ

や
せ
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
で
周
知

す
る
予
定
は
な
い
が
、
サ
ー
ビ
ス

の
説
明
文
を
窓
口
で
配
布
す
る
だ

け
で
な
く
、
防
災
研
修
会
や
自
主

防
災
訓
練
、
総
合
防
災
訓
練
の
際

に
周
知
し
て
い
く
。
電
話
会
社
各

社
は
、
防
災
週
間
な
ど
に
も
サ
ー

ビ
ス
体
験
日
を
設
け
て
い
る
。
防

災
週
間
に
総
合
防
災
訓
練
を
開
催

す
れ
ば
体
験
で
き
る
の
で
、今
後
、 

条
件
が
整
え
ば
実
施
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、高
齢
者
向
け
に
、文
字

な
ど
を
大
き
く
し
た
分
か
り
や
す

い
案
内
チ
ラ
シ
も
作
成
し
た
い
。

（
ほ
か
に
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　

問　

本
市
議
会
は
、
３
月
に
環

太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
協
定
の
交
渉
参
加
に
反
対

す
る
意
見
書
を
可
決
し
た
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
は
、
地
域
経
済
や
市
民
生
活
、

市
の
財
政
に
も
直
接
響
く
大
問
題

で
、
農
協
や
市
内
の
農
家
な
ど
も

深
刻
に
受
け
止
め
て
い
る
。
政
府

は
11
月
に
交
渉
参
加
を
表
明
し
た

が
、
ア
メ
リ
カ
に
都
合
の
良
い
ル

ー
ル
が
押
し
付
け
ら
れ
る
の
は
明

ら
か
で
あ
る
。
農
業
や
医
療
、
公

　
　
　
　
　
　
　

越
川　

好
昭　

共
事
業
な
ど
の
分
野
で
規
制
緩
和

が
進
む
こ
と
で
、
市
民
生
活
の
悪

化
が
懸
念
さ
れ
る
。
市
民
生
活
を

守
る
た
め
、
政
府
に
参
加
中
止
を

求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
原
則
と
し
て

完
全
な
自
由
貿
易
を
目
指
す
も
の

で
あ
る
。
十
分
な
対
策
が
な
い
ま

ま
参
加
し
、
関
税
な
ど
の
国
境
措

置
が
撤
廃
さ
れ
る
と
、
農
業
を
は

じ
め
、
医
療
や
社
会
福
祉
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
産
業
分
野
や
地
域
経
済

に
多
大
な
影
響
が
想
定
さ
れ
る
。

全
国
市
長
会
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加

に
対
し
、
国
民
的
な
合
意
を
得
た

上
で
慎
重
に
対
応
す
る
よ
う
求
め

る
意
見
書
を
農
林
水
産
大
臣
な
ど

に
提
出
し
て
い
る
の
で
、
本
市
が

独
自
に
中
止
を
求
め
る
予
定
は
な

い
。今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
、 

市
民
生
活
の
安
定
と
地
域
振
興
に

全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
「
米
軍
基
地
撤
去
を
政

府
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
」

「
土
地
開
発
、
箱
物
建
設
中
心
で

は
な
く
、
地
域
産
業
の
育
成
、
雇

用
創
出
の
た
め
の
市
政
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
」
を
質
問
）

要
支
援
の
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を

低
下
さ
せ
な
い
事
業
の
選
択
を

　

問　

介
護
保
険
は
、
公
費
負
担

が
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
、
保
険

給
付
費
の
増
が
保
険
料
上
昇
に
直

結
し
て
い
る
。
低
所
得
者
層
の
保

険
料
を
下
げ
る
対
策
や
市
独
自
の

減
免
制
度
創
設
が
必
要
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
改
正
介
護
保
険
法
で

は
、保
険
給
付
費
を
減
ら
す
た
め
、 

要
支
援
１
・
２
の
方
へ
の
サ
ー
ビ

ス
を
、
介
護
保
険
と
は
別
枠
の
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
へ
置
き
換
え
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
で
、
ヘ

ル
パ
ー
に
よ
る
家
事
援
助
が
、
宅

配
弁
当
な
ど
の
低
コ
ス
ト
サ
ー
ビ

ス
に
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
を
危

惧
す
る
。
別
枠
の
事
業
を
選
択
し

な
い
こ
と
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　

答　

介
護
保
険
料
算
定
に
当
た

り
、
低
所
得
者
層
へ
の
配
慮
と
し

て
、
第
４
段
階
の
軽
減
措
置
分
の

継
続
や
第
３
段
階
の
細
分
化
を
行

う
。
保
険
料
の
減
免
を
独
自
で
行

っ
て
い
る
市
が
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
が
、
現
在
、
本
市
で
は
、 

介
護
保
険
料
減
免
は
、
災
害
な
ど

で
一
時
的
に
負
担
能
力
が
低
下
し

た
場
合
の
制
度
を
設
け
て
お
り
、

低
所
得
者
に
対
す
る
減
免
制
度
創

設
の
予
定
は
な
い
。
介
護
予
防･

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
は
、
要

支
援
の
認
定
を
受
け
た
本
人
の
状

況
や
意
向
に
応
じ
、
市
の
判
断
で

行
え
る
こ
と
に
な
る
が
、今
後
、国

か
ら
示
さ
れ
る
詳
細
な
内
容
を
踏

ま
え
て
対
応
を
決
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
災
害
時
に
障
が
い
者

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
避
難
所

の
整
備
を
」「
放
射
線
被
曝
対
策

の
更
な
る
前
進
を
」
を
質
問
）

　

日
本
共
産
党　

上
田　

博
之　

　

問　

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
被

曝
線
量
の
基
準
値
を
県
内
自
治
体

で
も
厳
し
い
毎
時
０
・
19
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト（
μ
Ｓ
ｖ
／
ｈ
）と

し
て
い
た
が
、
国
の
基
準
に
合
わ

せ
て
０
・
23
μ
Ｓ
ｖ
／
ｈ
に
引
き

上
げ
て
し
ま
っ
た
。
川
崎
市
で
は

引
き
続
き
０
・
19
μ
Ｓ
ｖ
／
ｈ
だ

が
、
引
き
上
げ
た
理
由
は
。
ま
た
、 

学
校
給
食
で
は
、
調
理
前
の
食
材

検
査
で
基
準
値
以
上
の
数
値
が
出

た
場
合
は
、
そ
の
食
材
を
使
用
し

な
い
と
い
う
指
針
が
出
さ
れ
た
。

こ
れ
で
は
、
大
量
に
購
入
し
た
食

材
が
無
駄
に
な
り
、
給
食
費
も
無

駄
に
な
る
。
納
入
業
者
に
対
し
、

事
前
の
放
射
能
検
査
を
義
務
付
け

る
な
ど
、
食
材
購
入
前
に
安
全
確

認
で
き
る
方
法
に
で
き
な
い
か
。

　

答　

国
の
除
染
特
別
地
域
な
ど

の
指
定
要
件
が
、
自
然
界
か
ら
の

放
射
線
量
０･

04
μ
Ｓ
ｖ
／
ｈ
と
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

よ
る
追
加
被
曝
線
量
０
・
19
μ
Ｓ

ｖ
／
ｈ
を
合
わ
せ
た
基
準
に
な
っ

た
た
め
、本
市
も
変
更
し
た
。国
で

は
測
定
す
る
高
さ
が
地
上
１
㍍
だ

が
、
本
市
で
は
よ
り
厳
格
に
地
上

５
㌢
で
測
定
し
、
市
民
の
安
全
安

心
を
考
慮
し
て
い
る
。ま
た
、給
食

は
、
調
理
前
の
食
材
１
品
目
の
ほ

か
、
調
理
し
た
も
の
全
て
の
放
射

性
物
質
を
毎
週
測
定
し
て
お
り
、

業
者
へ
の
放
射
能
検
査
義
務
付
け

は
、
過
度
な
負
担
に
な
る
た
め
考

え
て
い
な
い
。
給
食
は
安
全
な
の

で
、
安
心
し
て
食
べ
て
ほ
し
い
。

（
ほ
か
に
「
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
」

を
質
問
）

　
　
　
　
　
　
　

森
藤　

紀
子　

12
月
11
日
、
第
29
回
ち
び
っ
こ
芸
能
会
が
開
催
さ
れ
、
16
団
体
約
４
０
０

人
の
子
ど
も
た
ち
が
バ
レ
エ
な
ど
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
披
露
し
ま
し
た　

     〈 

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て 

〉

１月９日、成人式が開催されました。新成人 795 人のうち
583 人が出席し、旧友との再会に笑顔が溢れていました＜文
化会館にて＞

市の木
やまもみじ

給
食
食
材
の
安
全
確
認
を
購
入

前
に
す
る
方
法
に
で
き
な
い
か

政府に対してＴＰ
Ｐ参加中止を求め
るべきではないか

災害時の安否確認
に有効な伝言サー
ビスを周知しては


